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令
和
元
年
６
月
13
日
に
岡
山
市
内
の

日
本
料
理
店
で
６
人
が
集
い
ま
し
た
。

藤
澤（
旧
姓
山
本
）道
子
さ
ん
が
声
を
か

け
て
く
れ
て
、５
年
ぶ
り
か
な
、再
会
し

ま
し
た
。運
動
会
の
仮
装
行
列
の
思
い

出
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。参
加
者

の
荻
野（
旧
姓
細
川
）美
子
さ
ん
は
美
人

で
、
明
治
皇
后
に
な
っ
た
こ
と
を
み
ん

な
よ
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。健
康
や
暮

ら
し
な
ど
近
況
報
告
も
し
て
３
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

�

＝
藤
原（
旧
姓
安
原
）久
美
子 

談
＝

　マスクを後輩の皆さんに－と、会社役員仁科
喜佐男さん（５期）＝写真㊨＝が令和２年９月
８日、青陵高校へ３万枚を寄付しました。
　経営する商社が
事前に中国から仕
入 れ て い た も の
で、ダンボール15
箱に入れてトラッ
ク で 搬 入 し ま し
た。マスクは不織布の使い捨てです。100万円
相当になります。
　校長室で贈呈式があり、仁科さんが「クラブ
は柔道部でした。自ら『陵歌』を作って寄贈した
ほどで、母校には愛着があります。コロナ禍は
まだまだ続きそうなので何かお役に立ちたい
と思ってね、喜んで受け取っていただき、うれ
しいです」と、寄贈の趣旨を説明すると、髙槻信
博校長が「生徒は体育以外はマスクをしている
ので適宜使わせていただきます。これで安心・
安全な学校生活を維持することができ、大変あ
りがたく思います」と、お礼を述べました。

　令和２年１月４日に倉敷アイ
ビースクエアで開催しました。
卒業後初の同窓会で、当時学年主
任でいらっしゃった浅野先生（数
学）をはじめ恩師十数人と、全国
各地から同期約200人が参加し
ました。実に同期生の６割超とい

う驚異的な出席率で、集合写真も
４回に分けて撮影しました。就職
や大学院などへの進学など明る
い報告が多数あり、会場は社会の
一線に飛び出そうとする夢とパ
ワーに溢れていました。
� （田中遼 談）

　67期卒業後初の同窓会
　大挙200人参加 さあ社会人‼

コロナ対策で寄付

10期女性有志ミニ同窓会運
動
会
仮
装〝
明
治
皇
后
〟ら
６
人

医の知識
やたら詳しい

同窓会

仁科喜佐男さん（５期）

母校へマスク３万枚

　同年６月４日には、伊澤正信さん（20期）が
経営するクラブン（株）が倉敷市に100万円を
寄付しました。
　伊澤さんが市役所を訪れ「市が創設したば
かりのコロナ対策基金に役立てていただけれ
ば」と、伊東市長に目録を手渡し、謝辞を受け
ました。

伊澤正信さん（20期）
経営のクラブン㈱
倉敷市へ100万円



2

　約５年に１度開く全体同窓会とは別に、毎年12月
30日の「30期の日｣同窓会を平成30年の同日、倉敷
の居酒屋で開きました。今回が13回目で、12人が出
席しましたが、多い時は45人集まったこともありま
す。地元のほか県外からの帰省組も含めて年末〝望年
会〟を兼ねて盛り上がりました。� （日岡秀和 談）

年末〝望年会〟に集った「30期の日｣のメンバー

毎年12月30日｢30期の日｣

令和元年８月28日付
山陽新聞

令和元年７月21日付

〔15期〕  令和元年８月３日付
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令和元年５月10日付。田中尚さんは元校長平成31年４月22日付。藤原彰夫さん（18期、前列右から３人目）は倉敷野鳥
の会会長

12
期
喜
寿
同
期
会

　令和元年11月13日に倉敷アイビースクエアエメラルド
ホールで開きました。
　中桐泰同期会会長の受勲祝賀を兼ね74人が参加しまし
た。
　出崎（秋山）紘子さ
んのオカリナ演奏＆
大塚（清水）美佐子さ
んの手話ダンス、浅田（金谷）ひで子さんの紙芝居の披露が
ありました。その後、乾杯、懇親、校歌斉唱、エールと続き大
いに盛り上がりました。
　日帰りの人は、そのまま宴会場でお茶とクッキーで２次
会を楽しみました。宿泊者25人は送迎バスで遥照山にある

「ザビューホテル瀬戸内ホテル」へ移動しました。ホテルは
借り切りのレストランで２次会を楽しみました。
　翌日は遥照山天文台、矢掛本陣石井家のガイド付き見
学、昼食は古民家にある「花鳥風月」の「宿場御膳」を食べ、

矢掛駅から井原線、
伯備線で帰りました。
　宿泊組も日帰り組

も楽しく思い出深い喜寿の同期会となりました。
� （石原寛之）
□…中桐泰さんは令和元年６月、高齢者叙勲で瑞宝単光章
を受章しました。

中桐会長の受勲祝賀兼ね多彩に

74
人
が
集
い
盛
大
に
開
か
れ
た
12
期
喜
寿
同
期
会

令和２年４月９日付山陽新聞
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令
和
元
年
12
月
11
日
に
倉
敷
国
際
ホ
テ
ル
で
開
き
ま
し

た
。平
成
13
年
に
発
足
以
来
、
年
4
、
5
回
ペ
ー
ス
で
開
い
た

例
会
80
回
到
達
記
念
で
す
。会
員
は
50
人
ぐ
ら
い
い
て
今
回

は
3
期
か
ら
29
期
ま
で
の
32
人
が
出
席
し
ま
し
た
。仁
科
喜

佐
男
会
長（
5
期
）が
軽
く
美
声（
歌
）を
発
し
て〝
始
球
式
〟

を
し
ま
し
た
。最
多
10
回
の
優
勝
を
誇
る
大
山
名
人
の
元〝
城

代
家
老
〟北
村
實
さ
ん（
3
期
）が
、「
決
し
て
ゴ
ル
フ
三
昧
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」と
苦
笑
い
な
が
ら
、天
才
藤
井
七
段
や
ひ
ふ

4

4

み
ん

4

4

な
ど
精
通
し
た
将
棋
界
の
裏
話
を
面
白
く
披
露
、
会
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。事
務
局
の「
若
い
人
に
加
わ
っ

て
ほ
し
い
」と
の
嘆
き
の
ひ
と
声
を
聞
き
、
一
本
締
め
で
ピ

シ
ャ
っ
と
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
ま
し
た
。�

（
編
集
室
）

　18期の十八（トッ
パー）会ゴルフを
令和２年３月23日
に倉敷カントリー倶楽部で開きました。年３～６回開いて今回100
回の大台に到達しました。女性３人を含む23人が参加、三宅理三郎
君が有終の美を飾りました。これを区切りに有志のミニコンペに切

り替えます。歴
代幹事さんご苦
労さんでした。
「一番うめえの
は佐藤の章（二）
ちゃんかのう」
ということに
なっています。
�（岩田正晴 談）

笑
顔
で
勢
ぞ
ろ
い
し
た
十
八
会
ゴ
ル
フ

の
メ
ン
バ
ー

青陵ゴルフ会昼食会

例
会
80
回
到
達
を
記
念

例会80回到達記念昼食会に集った青陵ゴルフ会のメンバー 令和元年11月28日付山陽新聞

十ト
ッ
パ
ー八
会
ゴ
ル
フ
第
100
回
記
念
大
会

大台に到達  今後はミニコンペに

　

戦
後
75
年
、
従
軍
看
護
師
が
書
き
残
し
た

詳
細
な
手
記
が
発
見
さ
れ
令
和
2
年
8
月
、

山
陽
新
聞
に
3
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。手
記
を
残
し
た
の
は
倉
敷

高
女
32
期
の
芳
賀（
旧
姓
村
岡
）貞
女
さ
ん
で

す
。

　

岡
山
市
に
住
む
同
居
し
て
い
た
次
女
が
、

前
年
に
亡
く
な
っ
た
芳
賀
さ
ん
の
遺
品
を
整

理
中
に
見
つ
け
た
も
の
で
、
手
記
に
は「
従
軍

回
想
記
」と
あ
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
経
歴
か
ら
召
集
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

の
従
軍
、
帰
国
す
る
ま
で
の
記
録
が
Ａ
5
判

の
紙
に
び
っ
し
り
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

記
事
に
よ
り
ま
す
と

−

。

　

同
高
女
を
卒
業
、
看
護
学
校
を
１
年
繰
り

上
げ
卒
業
し
て
昭
和
19
年
5
月
、
日
本
赤
十

字
社
の
救
護
班（
岡
山
班
）の
一
員
と
し
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
の
マ
ニ
ラ
に
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。20
歳
で
し
た
。

　

間
も
な
く
戦
況
が
悪
化
、
病
院
に
次
々
運

び
込
ま
れ
る
負
傷
者
の
治
療
に
懸
命
に
当
た

り
ま
し
た
。米
軍
に
よ
る
マ
ニ
ラ

包
囲
網
が
狭
ま
り
、
拠
点
を
変
え

て
北
上
、
野
戦
病
院
で
過
酷
な
治

療
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。手

記
に
は「
生
命
が
縮
む
思
い
」と

記
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
奥
地
へ
移
動
、
自
決
を

促
す
手
り
ゅ
う
弾
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。マ
ラ
リ
ア
に
も
か
か
り
ま

し
た
。同
20
年
、
終
戦
を
聞
い
た

の
は
９
日
後
の
8
月
24
日
で
し

た
。年
末
に
や
っ
と
岡
山
へ
た
ど

り
着
い
た
の
で
す
。

　

戦
後
、
か
つ
て
の
仲
間
た
ち
と

十
数
回
、
ル
ソ
ン
島
へ
慰
霊
の
旅

を
し
た
そ
う
で
す
。

　

死
の
淵
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ

た
若
き
従
軍
看
護
師
の
貴
重
な

体
験
記
で
す
。戦
後
の
平
和
は
芳

賀
さ
ん
た
ち
の
、
時
代
の
要
請
に

こ
た
え
た
使
命
感
の
お
か
げ
で

す
。芳
賀
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

元
看
護
師 

芳
賀（
旧
姓
村
岡
）貞
女
さ
ん 

＝
倉
女
32
期
＝ 

宅

 戦後75年、比｢従軍回想記｣発見

新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
芳
賀
貞
女
さ
ん
の「
従
軍

回
想
記
」（
記
事
中
の
顔
写
真
が
芳
賀
さ
ん
）

ト
ピ
ッ
ク
ス


